
















ち)｣ - ｢内容(なかみ)｣ - ｢形式(かたち)｣を適切に連動するための一つの方法と
して､今学期は､ ｢展開ロールプレイ｣という方法を考え出し､実践しました｡ ｢展開
ロールプレイ｣は､従来のロールプレイの持つ問題点を乗り越えるためだけではなく､
｢待遇コミュニケーション教育/学習｣のための一方法として提唱するものです｡
今期の特色は､担当教員､実習生4名が､共同で授業計画を立て､教案を作り､教
材も共同のものを作成し､用いたことです｡従来は､グループごとの授業運営となっ
ていたため､それぞれの独自性があるという利点はある反面､グループごとに授業内
容が異なるという問題点もありました｡今回は､それを解決するための試みをしたわ
けです｡結果として､共同の教案で進めながらも､担当者の個性が発揮されるという
利点も生かされたように思いますoそして｢展開ロールプレイ｣については､担当教
員の提案ということで､これも全員の共同論文という形で執筆することにしました｡
｢待遇コミュニケーション教育/学習｣の実習クラスは､ 0 7年度春学期からは､
｢待遇コミュニケーション6｣ (テーマ科目)で行うことになります｡ ｢待遇コミュニ
ケーション｣に関する課題について､自らの具体的な実践により解決策を考えていく
という姿勢をもって､引き続き考察を続け､検証していきたいと考えています｡
(カバヤ　ヒロシ･日本語教育研究科教授)
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